
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和５年7月1日 第305号い た ば し 町 連
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懇親会にて区長の来賓挨拶 新役員の紹介

区長室にて会談

ご勇退の町会・自治会長へ感謝状贈呈

令和４年度事業報告等説明

板橋区大山町11-4-201
5926-8671

事務センター 板橋区南常磐台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

株式会社

不動産売買・管理・企画・設計・施工・増改築まであらゆるご希望にお応えします。

令
和
５
年
度
定
期
総
会

町
連
会
長
・
副
会
長
が

坂
本
区
長
を
表
敬
訪
問

町
連
会
長
・
副
会
長
が

坂
本
区
長
を
表
敬
訪
問

町
会
・
自
治
会
長
の
異
動

町
会
・
自
治
会
長
の
異
動

新
年
度
事
業
・
予
算
決
定
！

退
任
町
会
・
自
治
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈

退
任
町
会
・
自
治
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈

令
和
５
年
度

区
政
事
務
事
業
説
明
会

発 行 板 橋 区 町 会 連 合 会
東京都板橋区板橋2-66-1
板橋区役所区民文化部
地域振興課気付
電　話　03-3579-2163

会　長　平 塚 幸 雄
板橋区町会連合会広報部
ティーエーピー
　東京都板橋区板橋2-50-9
　電　話　03-6780-3336

　
編 集
印 刷

　

板
橋
区
町
会
連
合
会
の
令
和
５
年
度
定
期
総
会
が
、５
月

30
日（
火
）午
後
２
時
30
分
か
ら
、板
橋
区
立
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、町
会
･
自
治
会
長
１
４
４
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。そ
の
中
で
行
わ
れ
た
役
員
改
選
で
は
、平
塚
幸

雄
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
小
林
英
子
副
会

長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
平

塚
幸
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、

町
連
会
則
第
10
条
に
基
づ
い

て
、
平
塚
会
長
が
議
長
に
な

り
、議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
第
１
号
令
和
４
年
度

事
業
及
び
議
案
第
２
号
住
民

防
災
組
織
育
成
事
業
に
つ
い

て
、
榎
本
進
副
会
長
か
ら
各

事
業
の
実
施
結
果
の
概
略
が

報
告
さ
れ
た
。次
に
、議
案
第

３
号
令
和
４
年
度
一
般
会
計

決
算
及
び
議
案
第
４
号
住
民

防
災
組
織
育
成
事
業
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
川
邉
紀
雄

会
計
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
、

大
戸
孝
宏
監
事
か
ら
会
計
は

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨

の
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、

特
段
の
質
疑
は
な
く
、
拍
手

多
数
で
議
案
第
１
〜
４
号
は

承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
住
み
よ
い
環
境

を
築
く
た
め
の
事
業
な
ど
７

事
業
37
項
目
か
ら
な
る
議
案

第
５
号
令
和
５
年
度
事
業
計

画（
案
）及
び
議
案
第
６
号
住

民
防
災
組
織
育
成
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て
露
木
保
文
副

町
会
・
自
治
会
長
に
２
期

４
年
以
上
在
職
し
、地
域
の

進
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
の

た
び
退
任
さ
れ
た
次
の
25
名

の
方
々
に
対
し
て
、町
会
連

合
会
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。〈
敬
称
略
〉

　

板
橋
支
部
で
は
、篠
原
稠

人（
板
橋
仲
町
会
）、林
陸
夫

（
板
橋
四
ツ
又
町
会
）、仲
町

支
部
で
は
、醍
醐
清（
弥
生
町

北
町
会
）、大
谷
口
支
部
で

は
、三
原
清
司（
大
谷
口
日
大

前
自
治
会
）、大
野
隆
男（
大

谷
口
四
部
町
会
）、多
田
千
代

（
大
谷
口
上
町
親
睦
会
）、常

盤
台
支
部
で
は
、宝
田
実（
上

　

６
月
１
日
に
、
令
和
５
年

度
定
期
総
会
で
選
任
さ
れ
た

平
塚
会
長
及
び
副
会
長
６
名

が
坂
本
区
長
を
表
敬
訪
問

し
、
新
た
な
役
員
体
制
で
団

結
し
て
町
連
を
運
営
し
て
い

く
旨
の
挨
拶
を
行
っ
た
。区

長
か
ら
は
、
日
頃
の
協
力
に

対
す
る
お
礼
と
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
た
。

板
橋
区
町
会
連
合
会
加
盟

の
町
会
・
自
治
会
長
に
次
の

と
お
り
異
動
が
あ
っ
た
。（
異

動
日
付
＝
令
和
４
年
５
月
31

日
〜
令
和
５
年
５
月
30
日
）

町
会
・
自
治
会
名
、新
任
会

長
名
、（　

）内
は
前
会
長
名
。

〈
敬
称
略
〉

　

板
橋
二
丁
目
町
会
・
鈴
木
明

（
浜
島
誠
一
郎
）、板
橋
仲
町

会
・
上
田
禎（
篠
原
稠
人
）、板

橋
四
ツ
又
町
会
・
内
山
政
明

（
林
陸
夫
）、加
賀
ガ
ー
デ
ン
ハ

イ
ツ
自
治
会
・
武
山
竜
也（
染

矢
俊
郎
）、Ｊ
Ｒ
東
日
本
十
条

社
宅
自
治
会
・
河
西
良
拓（
片

岡
拓
郎
）、弥
生
町
北
町
会
・
丸

山
博（
醍
醐
清
）、大
谷
口
日
大

前
自
治
会
・
竹
村
光
郎（
三
原

清
司
）、大
谷
口
四
部
町
会
・
越

田
益
人（
大
野
隆
男
）、大
谷
口

上
町
親
睦
会
・
横
田
勝
明（
多

田
千
代
）、上
板
橋
二
丁
目
町

会
・
木
下
正（
宝
田
実
）、蓮
沼

仲
町
会
・
中
村
雄
一（
川
邉
紀

雄
）、稲
付
自
治
会
・
翁
長
年
栄

（
岡
山
功
）、小
豆
沢
緑
町
会
・

川
端
康
充（
山
澤
尚
士
）、西
台

町
会
・
山
口
和
男（
小
原
興

一
）、都
営
西
台
五
号
棟
自
治

会
・
木
邨
保
明（
若
生
福
三
）、

令
和
５
年
度
の
区
政
事
務

事
業
説
明
会
が
、
５
月
15
日

（
月
）午
後
４
時
か
ら
区
立
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、町
連
本
部
役
員
や
町
会
・

自
治
会
長
等
１
６
４
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

坂
本
区
長
か
ら
こ
れ
ま
で

の
区
政
へ
の
協
力
に
対
す
る

感
謝
と
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
旨

の
挨
拶
、
理
事
者
・
職
員
の

紹
介
の
後
、
今
年
度
の
区
の

重
点
施
策
や
町
会
・
自
治
会

に
関
係
の
深
い
事
務
事
業
に

つ
い
て
、
会
場
の
ス
ク
リ
ー

ン
を
用
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。

今
回
、
広
く
区
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、

初
め
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
配
信
が
行
わ
れ
、
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
録
画
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。説

明
会
後
に
は
、
会
場
を

４
階
大
会
議
室
に
移
し
、
立

食
形
式
で
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
た
。

会
長
か
ら
提
案
が
な
さ
れ

た
。

　

議
案
第
７
号
令
和
５
年
度

一
般
会
計
予
算（
案
）及
び
議

案
第
８
号
住
民
防
災
組
織
育

成
事
業
特
別
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予

算
額
２
，
０
０
１
万
１
千
円

の
収
支
内
訳
等
の
説
明
を
加

え
て
古
谷
茂
会
計
か
ら
提
案

が
あ
っ
た
。

　

議
案
第
５
〜
８
号
は
、
特

段
の
質
疑
は
な
く
、
一
括
し

て
議
決
に
付
さ
れ
、
多
数
の

拍
手
で
原
案
通
り
決
定
し

た
。

　

そ
の
後
、
本
年
度
は
本
部

役
員
の
改
選
期
に
当
た
る
た

め
、役
員
選
任
に
移
っ
た
。

　

役
員
は
、
町
連
会
則
第
８

条
に
よ
り
事
前
に
役
員
選
考

委
員
会
で
選
考
し
て
総
会
で

承
認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
古
木
勝
利
選
考
委
員

長（
熊
野
支
部
長
）か
ら
、
会

長
は
平
塚
幸
雄
氏
（
板
橋
支

部
）、
副
会
長
６
名
、
会
計
２

名
、
監
事
３
名
の
候
補
者
が

報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。﹇
２
面
に
一
覧
掲

載
﹈

　

最
後
に
、
町
会
・
自
治
会

長
と
し
て
永
年
（
２
期
４
年

以
上
）
ご
活
躍
さ
れ
て
退
任

さ
れ
た
25
名
（
う
ち
８
名
出

席
）
の
方
に
感
謝
状
及
び
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
退
任
町

会
・
自
治
会
長
を
代
表
し
て

林
陸
夫
氏（
前
板
橋
支
部
長
）

が
謝
辞
を
述
べ
、
石
川
隆
彦

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
定
期

総
会
を
終
了
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
は
会
場
を

４
階
大
会
議
室
に
移
し
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
及

び
町
会
・
自
治
会
長
な
ど
合

わ
せ
て
２
２
３
名
が
参
加

し
、
石
川
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
平
塚
会
長
か

ら
、町
連
活
動
へ
の
ご
協
力
・

ご
支
援
に
対
す
る
御
礼
を
交

え
た
主
催
者
挨
拶
が
あ
っ

た
。次
に
来
賓
の
坂
本
健
区

長
、下
村
博
文
衆
議
院
議
員
、

松
田
や
す
ま
さ
都
議
会
議

員
、
田
中
や
す
の
り
区
議
会

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
多
数
の
来
賓
紹

介
の
あ
と
、
齊
藤
得
彌
商
店

街
連
合
会
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
、歓
談
に
入
っ
た
。和
や

か
に
ま
た
賑
や
か
に
談
笑
・

交
流
が
続
き
、
橋
本
正
彦
副

区
長
と
榎
本
副
会
長
が
先
導

し
て
町
連
・
板
橋
区
の
そ
れ

ぞ
れ
の
更
な
る
発
展
を
願
う

エ
ー
ル
交
換（
万
歳
三
唱
）が

あ
り
、閉
会
と
な
っ
た
。

板
橋
二
丁
目
町
会
）、清
水
支

部
で
は
、川
邉
紀
雄（
蓮
沼
仲

町
会
）、岡
山
功（
稲
付
自
治

会
）、志
村
坂
上
支
部
で
は
、

山
澤
尚
士（
小
豆
沢
緑
町

会
）、中
台
支
部
で
は
、小
原

興
一（
西
台
町
会
）、蓮
根
支

部
で
は
、渡
邉
武（
蓮
根
仲
町

会
）、二
渡
武
男（
長
後
町

会
）、前
野
支
部
で
は
、小
泉

梅
雄（
東
前
野
親
交
会
）、髙

橋
義
雄（
前
野
町
三
丁
目
町

会
）、𠮷
田
隆（
前
野
町
六
丁

目
町
会
）、桜
川
支
部
で
は
、

井
戸
進
一（
桜
川
町
会
）、下

赤
塚
支
部
で
は
、戸
井
田
正

之（
篠
ケ
谷
戸
町
会
）、吉
田

西
台
南
町
会
・
高
野
進（
古
井

純
一
）、中
台
む
つ
み
会
・
伊
藤

崇（
鈴
木
欣
弥
）、サ
ン
シ
テ
ィ

管
理
組
合
・
小
川
貴
郎（
中
村

麻
衣
子
）、蓮
根
南
町
会
・
髙
橋

友
人（
小
原
武
司
）、蓮
根
仲
町

会
・
遠
井
洋
一（
渡
邉
武
）、長

後
町
会
・
堺
ヒ
サ
子（
二
渡
武

男
）、東
前
野
親
交
会
・
三
瓶
貞

雄（
小
泉
梅
雄
）、前
野
町
三
丁

目
町
会
・
粕
谷
勇（
髙
橋
義

雄
）、前
野
町
六
丁
目
町
会
・
七

尾
弘（
𠮷
田
隆
）、桜
川
町
会
・

清
水
直
樹（
井
戸
進
一
）、篠
ケ

谷
戸
町
会
・
髙
尾
精
一（
戸
井

田
正
之
）、四
葉
台
自
治
会
・
星

一（
吉
田
義
昭
）、赤
塚
新
町
一

丁
目
町
会
・
小
林
英
子（
榎
本

進
）、徳
親
会
・
笠
井
洋（
向
山

巌
）、四
葉
団
地
自
治
会
・
関
谷

泰
史（
渡
邉
佳
昭
）、と
も
し
び

会
・
三
葛
木
聡（
米
澤
覚
）、徳

丸
協
栄
会
・
菅
澤
浩（
鈴
木
幹

雄
）、徳
丸
親
和
会
・
高
麗
勝
年

（
會
田
藤
治
）、徳
丸
原
町
会
・

田
上
温（
篠
口
市
郎
）、徳
丸
三

ツ
和
会
・
田
中
義
一（
田
口
光

男
）、徳
丸
平
和
会
・
荒
井
利
光

（
大
野
鎮
男
）、都
営
新
河
岸
団

地
自
治
会
・
中
川
敏
雄（
保
延

逸
雄
）

義
昭（
四
葉
台
自
治
会
）、徳

丸
支
部
で
は
、米
澤
覚（
と
も

し
び
会
）、鈴
木
幹
雄（
徳
丸

協
栄
会
）、會
田
藤
治（
徳
丸

親
和
会
）、篠
口
市
郎（
徳
丸

原
町
会
）、田
口
光
男（
徳
丸

三
ツ
和
会
）、大
野
鎮
男（
徳

丸
平
和
会
）
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会
長

（
総
務
部
担
当
）

副会長
石 川  隆 彦

桜
川
支
部・桜
川
二
丁
目
町
会
会

長（
広
報
部
担
当
）

副会長
露 木  保 文

志
村
坂
上
支
部・小
豆
沢
一丁
目

町
会
会
長(

青
少
年
部
担
当)

副会長
山 家  正 道

中
台
支
部・中
丸
睦
町
会
会
長

(

環
境
文
化
部
担
当)

監
　
　 

事

支
　
部
　
長

副
　
部
　
長

部
　
　
長

会　計
古 谷 　 茂

高
島
平
支
部・新
河
岸
一丁
目

自
治
会
会
長

監　事
小 林  時 也

富
士
見
支
部・本
町
上
町
会
会
長

会　計
田 中 康 裕

熊
野
支
部・中
丸
町
会
会
長

仲宿支部
髙 田  雄 彬

仲町支部
徳 山 　安 子

稲
荷
台
自
治
会
会
長

大
山
本
町
会
会
長

監　事
大 戸 孝 宏

大
谷
口
支
部・小
茂
根
二
丁
目

町
会
会
長

監　事
石 井 　光 子

前
野
支
部・都
住
宅
供
給
公
社

前
野
第
２
住
宅
自
治
会
会
長

板橋支部
寄 藤 幸 朗

板
橋
三
丁
目
町
会
会
長

熊野支部
古 木  勝 利

熊
野
町
町
会
会
長

大谷口支部
大 野 喜 好

向
原
町
会
会
長

富士見支部
田 中  正 己

富
士
見
町
自
治
会
会
長

舟渡支部
植 草 正 勝

舟
渡
町
会
会
長

蓮根支部
内 田 清 美

蓮
根
本
町
会
会
長

常盤台支部
大 室 隆 史

上
板
橋
サ
ン
ラ
イ
ト
マ
ン
シ
ョン

自
治
会
会
長

清水支部
和 田 　義 孝

大
原
東
町
会
会
長

志村坂上支部
井 上 一 哉

志
村
城
山
町
会
会
長

中台支部
山 田 忠 德

若
木
一・二
丁
目
町
会
会
長

桜川支部
萩 原 洋 一

小
茂
根
三
丁
目
町
会
会
長

前野支部
山 田 宣 直

前
野
町
四
丁
目
町
会
会
長

総務部
井 上 　 勝 徳

丸
支
部・徳
丸
新
星
会
会
長

広報部
山 口  義 人

前
野
支
部・見
次
町
会
会
長

下赤塚支部
本 橋 金 一

大
門
町
会
会
長

成増支部
小日向 克昭

上
赤
塚
町
会
会
長

徳丸支部
髙 橋 　幸 一

徳
丸
三
交
会
会
長

高島平支部
戸 田 　敏 之 　

高
島
平
二
丁
目
団
地
自
治
会
会
長

青少年部
熊 谷 福 春

蓮
根
支
部
・
蓮
根
団
地
自
治

会
会
長

地域安全部
河 野 雅 行

仲
町
支
部
・
弥
生
町
南
町
会

会
長

地域安全部
平 岩 郷 司

志
村
坂
上
支
部・小
豆
沢
北
町

会
会
長

環境文化部
渡 辺 　 昇

中
台
支
部
・
若
木
華
実
町
会

会
長

女性部
堺 　 静 子

蓮
根
支
部
・
長
後
町
会

総務部
手 島 孝 温

熊
野
支
部・金
井
町
町
会
会
長

広報部
菅 野 祐 一

高
島
平
支
部・高
島
平
七
丁
目

町
会
会
長

お 知 ら せ
環境文化部
河 内 大 和

富
士
見
支
部
・
双
葉
町
南
自

治
会
会
長

青少年部
磯 山 光 浩

板
橋
支
部
・
板
橋
東
町
会

会
長

女性部
堀 田 　 薫

志
村
坂
上
支
部
・
坂
下
一
丁

目
南
町
会
会
長

　

町
連
常
任
理
事
会（
構
成

員
＝
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・

監
事
・
支
部
長
・
各
部
長
・
副

常
任
理
事
会
を
開
催

部
長
・
女
性
部
以
外
の
部
員
）

が
５
月
18
日（
木
）午
前
10
時

か
ら
区
立
文
化
会
館
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

   

ま
ず
、平
塚
幸
雄
会
長
か

ら
日
頃
の
町
連
活
動
に
つ
い

て
の
お
礼
を
含
め
た
挨
拶
が

あ
り
、続
い
て
議
事
に
入
っ

た
。は
じ
め
に
、５
月
30
日

（
火
）に
行
わ
れ
る
定
期
総
会

に
提
出
す
る
令
和
４
年
度
各

種
事
業
報
告
及
び
同
決
算
、

令
和
５
年
度
各
種
事
業
計
画

（
案
）及
び
同
予
算（
案
）に
つ

い
て
、総
務
部
会
で
作
成
し

た
原
案
を
基
に
審
議
し
、原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、総
会
に
提
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。次
に
町
会
・

自
治
会
長
の
異
動
状
況
の
報

告
が
あ
り
、退
任
さ
れ
る
会

長
の
う
ち
２
期
４
年
以
上
在

職
さ
れ
た
方
へ
の
総
会
で
の

感
謝
状
贈
呈
が
決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
役
員
改

選
の
年
に
あ
た
る
た
め
、常

任
理
事
会
終
了
後
、当
番
支

部
長
９
名
に
よ
る
役
員
選
考

会
が
開
催
さ
れ
、総
会
に
提

出
す
る
役
員
人
事
案
が
協
議

さ
れ
た
。

支
部
長
等
へ
の
委
嘱
状
交
付

周
年
行
事

　

６
月
１
日（
木
）午
後
２

時
か
ら
、町
連
会
長
・
副
会

長
・
会
計
・
監
事
が
臨
席
し
、

役
員
改
選
に
伴
う
支
部
長
・

専
門
部
会
部
長
へ
の
委
嘱

状
交
付
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
、専
門
部
会
の
副
部

長
・
部
員
へ
の
委
嘱
状
に
つ

い
て
は
、各
地
域
セ
ン
タ
ー

経
由
で
の
お
渡
し
と
な
っ
た
。

　

▽
志
村
坂
上
支
部
・
小
豆

沢
緑
町
会（
川
端
康
充
会
長
）

は
、５
月
27
日（
土
）、正
午
か

ら
志
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、創
立
70
周

年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を

開
催
し
た
。

10月１日の申込分から粗大ごみ処理手数料
が改定されます
現行料金

400円 400円

800円 900円

1,200円 1,300円

2,000円 2,300円

2,800円 3,200円

改定料金 主な品目例

両そで机　等

常任理事会進行

役員選考会

お一人ずつ会長から委嘱

※事前に粗大ごみ受付センターへの申込が必要です。
・電話　03-6747-9353（月曜～土曜、8時～19時）
・インターネット
　https://ecolife.e-tumo.jp/itabashi_sodai-u/
※現行の粗大ごみ処理券（A券、B券）は今までどおり
使用できます。
※問合せ先
　板橋区役所資源循環推進課管理係　電話3579-2217

いす（ソファーを除く）、
布団、自転車（16イン
チ未満）等

ソファー（１人用）、
自転車（16インチ以
上）等

ソファー（３人以上用
のもの）、ベッドマッ
ト（ダブル以上）　等

ソファー（２人用）、机
（両そで机を除く）、
ベッドマット（シング
ル及びセミダブル）　 等

い た ば し 町 連



第305号

～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫

板
橋・志
村
消
防
団

消
防
操
法
大
会
実
施

板
橋・志
村
消
防
団

消
防
操
法
大
会
実
施

笑
顔
の
ひ
ろ
が
り
！

清
水
フ
�
ミ
リ
�
デ
�

笑
顔
の
ひ
ろ
が
り
！

清
水
フ
�
ミ
リ
�
デ
�

や
さ
し
さ
と
支
え
合
い
！

や
さ
し
さ
と
支
え
合
い
！

元
気
い
�
ぱ
い
！

元
気
い
�
ぱ
い
！

熊
野
ま
つ
り

熊
野
ま
つ
り

仲
宿
地
区
ま
つ
り

仲
宿
地
区
ま
つ
り

板
橋・志
村
消
防
団

消
防
操
法
大
会
実
施

板
橋・志
村
消
防
団

消
防
操
法
大
会
実
施

合
同
水
防
訓
練
実
施

合
同
水
防
訓
練
実
施

豪
雨
に
よ
る

浸
水
被
害
を
防
ご
う
！

豪
雨
に
よ
る

浸
水
被
害
を
防
ご
う
！

ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
！

下
赤
塚
子
ど
も
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
！

下
赤
塚
子
ど
も
ま
つ
り

　

第
34
回
清
水
フ
ァ
ミ
リ
ー

デ
ー
が
、
５
月
14
日
（
日
）、

志
村
第
三
小
学
校
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
４
年
ぶ
り

と
な
っ
た
今
回
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
べ
く
、「
笑
顔
の

ひ
ろ
が
り　

清
水
の
輪
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行

し
た
後
の
最
初
の
区
内
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
、
待
ち
わ
び
た

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ

た
。

　

式
典
は
、
午
前
10
時
か
ら

臼
井
比
名
子
青
健
副
会
長
の

司
会
で
行
わ
れ
、
川
邉
紀
雄

実
行
委
員
長
（
青
健
清
水
地

区
委
員
会
会
長
）
の
開
会
の

辞
、和
田
義
孝
大
会
会
長（
町

連
清
水
支
部
長
）
の
主
催
者

挨
拶
、
坂
本
健
区
長
、
下
村

博
文
衆
議
院
議
員
、
平
塚
幸

雄
町
連
会
長
の
祝
辞
に
続
き
、

多
数
の
来
賓
、
関
係
者
紹
介

が
あ
っ
た
。

　

式
典
後
、
体
育
館
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
地
元
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
奏
や

ダ
ン
ス
が
あ
り
、
観
客
席
は

常
に
満
席
、
立
ち
見
状
態
が

続
い
て
い
た
。

　

校
庭
で
は
、
清
水
地
区
の

町
会
・
自
治
会
に
よ
る
模
擬

店
や
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

「
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
、

環
境
コ
ー
ナ
ー
で
は
花
鉢
の

販
売
が
行
わ
れ
た
。
午
後
１

時
か
ら
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
る
と
と
も
に
、
家
族
や

地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

と
絆
を
深
め
て
い
た
。

　

第
30
回
熊
野
ま
つ
り
が
５

月
21
日
（
日
）、
板
橋
第
五

小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は「
や

さ
し
さ
と
支
え
合
い
の
ま
ち

く
ま
の
」
で
、
住
民
の
絆
を

深
め
る
た
め
に
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
や
さ

し
く
接
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
が
り
を
目

指
し
、
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
に
過
ご
せ
る
ま
ち
に

　

第
34
回
仲
宿
地
区
ま
つ
り

が
５
月
28
日
（
日
）、
旧
板

橋
第
九
小
学
校
に
て
開
催
さ

れ
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式

は
、
髙
田
雄
彬
実
行
委
員
長

（
町
連
仲
宿
支
部
長
）
の
主

催
者
挨
拶
、
林
栄
喜
区
民
文

化
部
長
（
区
長
代
理
）
の
来

賓
祝
辞
に
続
い
て
、
多
数
の

来
賓
の
紹
介
及
び
主
催
者
・

関
係
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
あ
す
な
ろ
保
育

　

板
橋
消
防
団（
大
野
治
彦

団
長
）で
は
、５
月
28
日

（
日
）板
橋
フ
レ
ン
ド
セ
ン

タ
ー（
旧
板
橋
第
四
中
学

校
）敷
地
に
お
い
て
８
分
団

が
参
加
し
、志
村
消
防
団

（
山
口
彦
市
団
長
）で
は
６

月
11
日（
日
）東
京
都
中
央

卸
売
市
場
板
橋
市
場
構
内

で
10
分
団
が
参
加
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
消
防
操
法
大
会
を

実
施
し
た
。

　

大
会
は
、分
団
ご
と
に
選

抜
さ
れ
た
５
人
一
組
の

チ
ー
ム
が
可
搬
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
簡
易
水
槽
か
ら
取

水
し
、目
標
物
に
向
け
て
放

水
す
る
基
本
操
法
で
競
い

合
っ
た
。

　

出
場
団
員
は
、仕
事
・
学

業
・
家
事
等
の
か
た
わ
ら
、

災
害
時
活
動
や
防
災
訓
練

の
指
導
等
を
さ
れ
て
い
る

が
、日
頃
の
消
火
活
動
訓
練

で
培
っ
た
技
量
を
存
分
に

披
露
さ
れ
て
い
た
。

　

審
査
の
結
果
、板
橋
消
防

団
で
は
第
３
分
団【
受
持
区

域
＝
中
板
橋
、仲
町
、栄
町
、

大
山
東
町
、氷
川
町
、仲
宿
、

板
橋
２
丁
目（
60
〜
69
）】が
、

志
村
消
防
団
で
は
第
２
分

団【
受
持
区
域
＝
志
村
１
・

２
・
３
丁
目
、小
豆
沢
１
・

２
・
３
・
４
丁
目
、東
坂
下
１

丁
目
、坂
下
１
丁
目（
１
〜

26
・
28
）】が
優
勝
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
28

日（
日
）、下
赤
塚
地
区
の「
子

ど
も
ま
つ
り
」
が
下
赤
塚
小

学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

ま
つ
り
は
、
遊
び
や
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
豊
か

で
健
や
か
な
心
を
育
む
と
い

う
趣
旨
で
、
町
連
下
赤
塚
支

部
・
青
健
下
赤
塚
地
区
委
員

会
・
下
赤
塚
地
区
環
境
行
動

委
員
会
・
ゆ
り
の
木
児
童
館
・

赤
塚
児
童
館
の
共
催
に
加
え
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
下
赤

塚
小
P
T
A
な
ど
が
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　

午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式

は
、
本
橋
金
一
町
連
下
赤
塚

支
部
長
の
主
催
者
挨
拶
、
関

根
昭
広
地
域
振
興
課
長
（
区

長
代
理
）
の
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
榎
本
進
町
連
副
会
長

（
会
長
代
理
）
を
は
じ
め
多

数
の
来
賓
の
紹
介
及
び
主
催

者
・
関
係
者
の
紹
介
が
あ
っ

な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

午
前
10
時
か
ら
の
開
会

式
で
は
、
田
中
康
裕
実
行

委
員
長
（
青
健
熊
野
地
区

会
長
）
の
開
会
宣
言
に
続
き
、

古
木
勝
利
大
会
会
長
（
町

連
熊
野
支
部
長
）
の
主
催

者
挨
拶
、
坂
本
健
区
長
及

び
平
塚
幸
雄
町
連
会
長
の

来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
多

数
の
来
賓
の
紹
介
及
び
主

催
者
・
関
係
者
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
開
会
式
後
に
は
、

校
庭
で
板
橋
第
五
小
学
校

２
年
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
た
。

　

各
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
健
、

野
球
審
判
部
に
よ
る
「
模

擬
店
」
の
出
店
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
児
童
館
・

あ
い
キ
ッ
ズ
に
よ
る
「
子

ど
も
コ
ー
ナ
ー
」、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
員
さ
ん
に
よ
る

「
花
鉢
販
売
」
や
資
源
ご
み

の
分
別
指
導
、
消
防
署
・

消
防
団
、
保
護
司
会
、
民

生
児
童
委
員
の
皆
様
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
実

施
さ
れ
、
大
人
と
子
ど
も
が

一
緒
に
遊
べ
る
貴
重
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
。

　

６
月
２
日（
金
）、午
前
10

時
か
ら
、戸
田
橋
付
近
の
荒

川
河
川
敷
に
お
い
て
、板
橋

区
と
消
防
署
・
消
防
団
に
よ

る
合
同
水
防
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。当
日
は
、台
風
第
２
号

が
接
近
す
る
あ
い
に
く
の
大

雨
の
中
、本
番
さ
な
が
ら
に

緊
迫
感
を
持
っ
て
、水
防
活

動
・
救
助
活
動
、資
機
材
輸
送

な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

近
年
、
局
地
的
な
大
雨
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
区
か
ら
は
、
浸
水
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

道
路
脇
に
あ
る
「
雨
水
ま

す
」
の
点
検
・
清
掃
や
、
増

水
時
の
応
急
対
策
と
し
て
の

「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
活
用
な
ど
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

園
・
あ
い
あ
い
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
元
気
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
お
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
通
し

て
親
睦
を
図
り
、
連
帯
意
識

の
醸
成
と
地
域
へ
の
愛
着
を

増
大
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　

会
場
内
に
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、

ふ
ぁ
ふ
ぁ
（
大
型
滑
り
台
）、

児
童
館
に
よ
る
幼
児
の
広
場

や
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
被

災
地
支
援
と
し
て
福
島
県
白

河
市
の
野
菜
等
の
販
売
、
仲

宿
少
年
野
球
会
に
よ
る
模
擬

店
、
警
察
・
消
防
・
環
境
の

コ
ー
ナ
ー
、
お
と
し
よ
り
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

各
コ
ー
ナ
ー
は
た
く
さ
ん
の

人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。

来
場
者
は
、
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
。

た
。

　

当
日
は
、
親
子
連
れ
な
ど

２
，
０
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
で
大
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

わ
た
あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・

ド
リ
ン
ク
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
長
蛇
の
列
が

続
い
て
い
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
フ
ワ
フ
ワ
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
や
、
児
童
館
職
員
に
よ
る

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
あ
そ
び
、
コ

ル
ク
コ
ー
ス
タ
ー
の
工
作
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、Ｐ
Ｔ
Ａ
・

お
や
じ
の
会
に
よ
る
お
絵
か

実行委員長による開会の辞大会会長による主催者挨拶

町会加入促進活動 会場は大賑わい

志村１中吹奏楽部による演奏

実行委員長による主催者あいさつ

巨大なフワフワトランポリン

せんべいにお絵かき 楽しいアスレチックあそび

志村消防団（放水） 板橋消防団（表彰式）

子どもに人気、大型滑り台 子どもたちが踊りを披露

ふれあいと絆を深める

き
せ
ん
べ
い
、
エ
コ
ポ
リ

ス
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

地
域
エ
コ
ロ
ジ
ー
講
座
な

ど
、
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
、

大
人
も
仲
良
く
楽
し
み
な

が
ら
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流

を
深
め
て
い
た
。

い た ば し 町 連（3）　　　　　令和5年7月1日
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懇親会での坂本区長のご挨拶

環境・青健総会の様子

常楽院所蔵壷 同台付甕 大自然の中で...、恒例の沢下り（H29）

歓迎！御所山子供会（H26）

高一小で簡易トイレ組み立て体験を行う様子

※
写
真
は
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課
提
供

☎３９６１－１６０1
☎３９６０－０１２１
☎３９６０－２１３１
☎３９３８－０１５１
☎３９３５－２１１１
☎３９５９－１１７１
☎３９６１－５１１１
☎３９５８－８８１１
☎３９３７－２１１１
☎５９９７－１２１１
☎３５５４－５５１１

板 橋 支 店
常 盤 台 支 店
志 村 支 店
成 増 支 店
東武練馬支店
幸 町 支 店
板橋栄町支店
東 新 町 支 店
高 島 平 支 店
新高島平支店
小竹向原支店
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生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683

板橋区志村3－1－16

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

桜
　
川

高
島
平

短
　
歌

俳
　
句

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

一
ノ
瀬
美
智
子
選

仲
　
宿

環
境
・
青
健
総
会
の
開
催

４
年
ぶ
り
の
開
催
に

む
け
て
〜
山
形
県
尾
花

沢
市
と
の
交
流
事
業
〜

高
島
平
地
区
総
合

防
災
訓
練

み
と
せ
ぶ

　

５
月
17
日（
水
）午
後
６
時

か
ら
仲
宿
地
域
セ
ン
タ
ー
レ

ク
ホ
ー
ル
に
て
、
エ
コ
ポ
リ

ス
板
橋
仲
宿
地
区
環
境
行
動

委
員
会
並
び
に
板
橋
区
青
少

年
健
全
育
成
仲
宿
地
区
委
員

会
の
総
会
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。各
町
会
・

　

桜
川
支
部
で
は
、
40
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
山
形
県

尾
花
沢
市
常
盤
地
区
と
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
始
ま
り
は
昭
和
51
年

ま
で
遡
り
ま
す
。茂
呂
町
会

在
住
で
尾
花
沢
市
出
身
の
画

家「
石
丸
弥
平
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
マ「
一
番
星
」の
タ
イ
ト

ル
画
を
描
い
た
方
）」が
、
自

然
体
験
事
業
を
求
め
て
い
た

茂
呂
町
会
に
県
立
自
然
公
園

御
所
山
を
紹
介
す
る
な
ど
２

泊
３
日
の
民
泊
に
招
待
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。以
来
、翌

年
か
ら
青
健
桜
川
地
区
の

「
尾
花
沢
林
間
学
校
」事
業
と

し
て
、
昭
和
57
年
か
ら
は
尾

花
沢
市
常
盤
地
区
の
「
都
市

体
験
移
動
教
室
」
を
支
部
事

業
と
し
て
交
流
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
あ
る
交

流
事
業
で
す
が
、
こ
こ
数
年

は
他
の
事
業
同
様
、コ
ロ
ナ

　

３
月
12
日（
日
）、板
橋
区

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

高
島
平
支
部
は
区
立
徳
丸
ヶ

原
公
園
野
球
場
に
１
，６
７

０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
は
地
震
発
生
後
の
自

宅
で
の
出
火
防
止
訓
練
、各

町
会
・
自
治
会
指
定
の
一
時

集
合
場
所
へ
の
参
集
訓
練
、

危
険
度
の
低
い
経
路
を
使
用

し
た
集
団
に
よ
る
避
難
訓
練

と
続
き
、午
前
10
時
ま
で
に

徳
丸
ヶ
原
公
園
野
球
場
へ
の

避
難
が
完
了
し
、支
部
長
に

対
し
避
難
完
了
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、４
つ
の
班
に
分

か
れ
、野
球
場
で
は
、救
出
工

具
に
よ
る
救
助
及
び
竹
棒
・

毛
布
に
よ
る
担
架
搬
送
の
救

出
訓
練
、水
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
、三
角
巾
を

使
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、今
回

子
の
高
さ
親
の
高
さ
の
捕
虫
網

　

大
原
町　

池
﨑 

昌
子

豆
飯
の
香
り
の
向
こ
う
母
の
顔

　

練
馬
区
羽
沢
三
丁
目

　
　

若
月 

ツ
ネ
子　

青
嵐
山
の
香
り
を
運
び
け
り

　

前
野
町　

高
梨 

紘
子

急
行
の
停
車
の
増
ゆ
る
四
月
か
な

　

成
増
二
丁
目　

松
川 

和
子

青
蔦
や
二
階
閉
ざ
せ
り
管
理
棟

　

大
原
町　

根
岸 
三
恵
子

梅
の
香
の
も
と
で
語
ら
う
偕
楽
園

友
の
背
中
に
夕
日
か
た
む
く

板
橋　

広
木 

哲
次

三
年
降
り

ル
ー
ジ
ュ
引
く
指
お
ぼ
つ
か
な

マ
ス
ク
手
に
持
ち
集
合
写
真

赤
塚
新
町　

野
口 

三
枝

薫
風
を

　
吸
い
て
泳
ぐ
や
鯉
の
ぼ
り

神
社
の
森
で
は
し
ゃ
ぐ
孫
達

徳
丸　

山
下 

登
美

三
陸
の
津
波
に
帰
ら
ぬ
人
を
待
つ

十
一
年
目
も
ひ
ま
わ
り
は
咲
く

大
谷
口　

市
川 

茂
子

つ
ゆ
草
は
空
の
青
さ
と
競
う
が
に

藍
さ
わ
や
か
に
初
夏
を
咲
き
お
り

弥
生
町　

神
谷 

洋
子

自
治
会
役
員
、
管
内
学
校
関

係
者
な
ど
１
０
０
名
近
く
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
両

委
員
会
の
前
年
度
決
算
、
事

業
報
告
、今
年
度
予
算
案
、事

業
実
施
案
及
び
役
員
改
選
に

つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
午
後
７
時

過
ぎ
か
ら
同
会
場
に
て
、
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
坂

本
健
区
長
に
も
お
越
し
い

初
の
試
み
と
し
て
高
島
第
一

小
学
校
で
、避
難
所
運
営
体

験
と
し
て
、簡
易
ト
イ
レ
組

み
立
て
と
備
蓄
倉
庫
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、改
め
て
日
頃
か

ら
の
備
え
と
共
に
、自
助
、共

助
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た

有
意
義
な
訓
練
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、各
町
会
・
自

治
会
は
勿
論
の
こ
と
、支
部
・

青
健
事
業
等
を
通
し
て
高
島

平
全
体
の
絆
づ
く
り
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

　

志
村
消
防
署
を
は
じ
め
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
各
団
体
の
皆
様
に
感
謝

申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、引

き
続
き
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

高
島
平
支
部
長　

戸
田 

敏
之

-----------------------------------------------------------------------

前
野
町
遺
跡
出
土
弥
生
土
器

（
前
野
町
式
土
器
）

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

今
回
は
前
野
町
四
丁
目
20

番
８
号
の
常
楽
院
で
所
蔵
さ

れ
て
い
る
前
野
町
遺
跡
出
土

弥
生
土
器
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

今
か
ら
百
年
前
の
大
正
十

二
年（
一
九
二
三
）に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
は
、東
京
府

や
神
奈
川
県
な
ど
南
関
東
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。前
野
町
を
含
む
志
村
地

区
は
、そ
の
復
興
の
一
環
と

し
て
大
正
十
四
年
に
工
業
地

域
内
の
甲
種
特
別
地
区
に
指

定
さ
れ
て
危
険
物
取
扱
工
場

や
化
学
工
場
な
ど
が
移
転
し

て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。昭

和
に
入
る
と
工
場
を
受
け
入

れ
る
た
め
土
地
区
画
整
理
が

実
施
さ
れ
た
が
、そ
の
志
村

地
区
に
注
目
し
た
一
人
に
杉

原
荘
介
氏
が
い
る
。杉
原
氏

は
、後
に
小
茂
根
の
茂
呂
遺

跡
を
初
め
、静
岡
県
の
登
呂

遺
跡
や
群
馬
県
の
岩
宿
遺
跡

な
ど
数
多
く
の
遺
跡
で
発
掘

に
携
わ
っ
た
考
古
学
者
で
、

昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）調

査
に
入
る
と
、現
在
の
前
野

町
三
丁
目
〜
五
丁
目
に
あ
た

る
場
所
で
弥
生
時
代
後
期
か

ら
古
墳
時
代
前
期（
約
二
千

年
前
〜
約
千
六
百
年
前
）の

竪
穴
式
住
居
跡
と
多
数
の
土

器
を
発
見
し
た
。そ
し
て
、壷

や
台
付
甕
、高
杯
、鉢
、器
台

な
ど
が
あ
る
弥
生
土
器
を
、

弥
生
時
代
後
期
と
古
墳
時
代

の
間
の
弥
生
時
代
後
期
最
終

末（
約
千
七
百
年
前
）の
も
の

と
位
置
付
け
、南
関
東
地
域

の
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
土

器
の
標
識
資
料
と
し
て「
前

野
町
式
土
器
」と
命
名
し
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
前
野
町
式
土

器
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
が

も
う
一
人
い
る
。そ
れ
が
守

山
聖
真
氏
で
あ
る
。守
山
氏

は
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
の

教
務
部
長
を
三
回
務
め
る
と

と
も
に
、複
数
の
著
書
を
著

す
な
ど
宗
派
内
で
も
学
研
派

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、

昭
和
十
五
年
に
常
楽
院
の
住

職
に
赴
任
す
る
と
、周
辺
で

の
発
掘
や
区
画
整
理
に
伴
っ

て
道
路
脇
か
ら
出
土
す
る
土

器
に
興
味
を
持
ち
、積
極
的

に
出
土
品
の
収
集
を
行
っ

た
。そ
し
て
常
楽
院
に
多
数

の
土
器
や
石
器
が
集
ま
る

と
、収
蔵
庫
を
設
け
て
整
理
・

保
存
を
図
る
と
と
も
に
、自

ら
土
器
の
研
究
を
行
っ
て
論

文
を
執
筆
し
て
い
る
。さ
ら

に
、収
蔵
し
た
土
器
や
石
器

を
社
会
科
の
勉
強
の
た
め
に

区
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
へ
公
開
し
た
こ
と
で
、常

楽
院
は「
土
器
寺
」と
も
い
わ

れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

守
山
氏
が
収
集
し
た
土
器

や
石
器
は
、縄
文
時
代
か
ら

奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
土
器

片
を
含
め
て
二
千
五
百
点
に

及
び
、そ
の
う
ち
前
野
町
式

土
器
は
四
十
八
点
で
あ
る
。

前
野
町
一
帯
は
、宅
地
化
が

進
み
遺
跡
の
保
存
や
整
備
が

困
難
に
な
っ
た
が
、現
在
で

も
前
野
町
式
土
器
を
そ
の
目

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

ひ
と
え
に
杉
原
氏
の
熱
意
と

守
山
氏
の
努
力
の
賜
物
だ
と

思
っ
て
い
る
。

※
前
野
町
遺
跡
出
土
弥
生
土

器
は
杉
原
荘
介
氏
が
命
名
し

た
前
野
町
式
土
器
が
平
成
十

一
年
度
に
東
京
都
指
定
有
形

文
化
財（
考
古
資
料
）と
な
っ

た
際
の
文
化
財
名
称
で
す
。

い
た
ば
し
の
文
化
財
10

た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

一
堂
に
集
ま
る
機
会
が
激
減

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
多
く
の
方
々
と
直

接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　

仲
宿
支
部
で
は
今
後
と
も

支
部
・
環
境
・
青
健
が
一
体

と
な
り
、
様
々
な
事
業
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
や
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

仲
宿
支
部
長　

髙
田 

雄
彬

禍
の
た
め
実
施
で
き
て
い
ま

せ
ん
。令
和
２
年
に
は
林
間

学
校
実
施
45
周
年
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
見
送
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
法
上

の
位
置
づ
け
が
５
類
に
移
行

す
る
な
ど
、
３
年
余
り
続
い

た
コ
ロ
ナ
対
策
も
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
の
交

流
再
開
に
向
け
、
現
在
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
を
中
心

に
尾
花
沢
市
と
協
議
を
続
け

て
い
ま
す
。
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
か
つ
て
の
記
憶
や

ノ
ウ
ハ
ウ
も
薄
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
新
時
代

の
交
流
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

４
年
ぶ
り
の
再
開（
再
会
）

を
め
ざ
し
て
！

桜
川
支
部
長　

萩
原 

洋
一

す
ぎ

は
ら 

そ
う 

す
け

か
め

た
か 

つ
き

き
　 

だ
い

や
ま  

し
ょ
う
し
ん

も
り

が
っ
け
ん


